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1. 社会人類学 
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人類学の各分野の関連 
人類学＝人間（human beings）と社会と文化の比較研究 

文化人類学 

言語人類学 社会人類学 

考古学 

形質・生物人類学 人類学 

(from Keesing 1972: 3) 

応用人類学 
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社会人類学の領域 
社会人類学者が関心を持っているのは、民族によって世界観がどのよ

うに異なるのかという問題である。世界観とは、個人に特有なものの見

方ではなく、人間がある特定の集団や社会で育つ家庭で学習する価値

観のことである。だから、イングランドのバーミングハムと、スコットランド

のグラスゴーでは世界観が違うこともあるし、フランスのパリやタイのバ

ンコクはもちろん、国や都市が同じでも所属する集団が違えば、かなり

の差が見られる。人類学者が研究する世界観は、無限ともいえるほど

の多様性に富んでおり、個々の学者はそのなかの一つを一定期間専

門的に研究する。 

 ［ヘンドリー 2002: 3］ 
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社会人類学者のフィールド
ワーク 

社会人類学の専門的知識は、ほとんど研究対象の社会に住み込んで得

られたものである。たかだか1週間や2週間の、それも通訳付きでアンケー

ト中心の調査で得られたものではない。人類学者は、少なくとも1年間は現

地の人びとと生活をともにし、全ての点において彼らと同じように暮らすこ

とに努める。社会人類学とは、ある社会に生きるとはどういうことなのかを

調べる学問であり、そのためには現地の人と一緒に住んで、苦楽をともに

するのが一番よいと考えられている。こうした調査方法を参与観察

（participant observation）と呼び、観察者は研究対象の人間の生活に

参加しながら、必要な情報を得る。 ［ヘンドリー 2002: 3］ 

6 



人の間のフィールドワーク 
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ことば 
• 現地の言語の習得。 
• 外部世界と接触のなかった奥地の言語・文化集団。 
• どんな人びとの世界観や自画像の理解にも必要。 
• 通訳を介した作業では不十分な結果しか得られないし、現地で使

う言葉の意味や含みは、辞書の訳とはかなり違うことがあるので、
直接言葉を知るしか理解の方法はない。 

• 自分が生まれ育った社会の調査でも必要。「親には分からない」 
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溶け込む 
• 他人の生活を好んで詮索するような部外者に、強い警戒心を抱く

人もいるから、相手の用心を解くための工夫を凝らす必要がある。 

Unni Wikan 

Michael Rockefeller 

Michelle Rosaldo 

國弘暁子 Joy Hendry 
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うそ 
• メキシコ人は、怪しげな外人のフィールドワーカーに対して、子ども

の数と言った基本的なことでも、真っ赤な嘘を言うことがある。 
• 日本人は相手が知りたいと思うことを言うので、「だまし方」がより

巧妙である。 
• ニューギニア人は、外人に対して無知を装う。 

10
 



2. フィールド
ワーク 
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フィールドワークについて 
 

1. フィールドワークとはなにか。 

2. なぜフィールドワークをするのか。 

3. フィールドワークは、なにをすることか。 
4. どのような種類のフィールドワークがあるか。 

5. どのような技術を使ってフィールドワークをするのか。 

6. フィールドワークの結果をどのように使うのか。 
7. フィールドワーカーは、どういう人か。 
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フィールドワーカーは、どうい
う人か。 

 
Professional Strangerである。 
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ある手引き書 
1. Ethnography Reconstructed: The Stranger at Fifteen.  
2. The Concepts of Fieldwork.  
3. Getting Started.  
4. Who Are You to Do This?  
5. Ethnography.  
6. Beginning Fieldwork.  
7. Narrowing the Focus.  
8. Informal to Formal: Some Examples.  
9. The Ethnographic Research Proposal.  
10. Ethnography in Context. 
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佐藤 郁哉（さとう いくや、
1955年 - ） 

日本の社会学者。宮城県に生まれる。専門は大衆文化のフィールド

ワーク。暴走族と共に生活して書いた『暴走族のエスノグラフィー』や

演劇の研究で有名。現在は出版業界の研究を行っている。 

（ウィキペディア） 
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3. 私の場合 
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パプアニューギニアでの調査 
• 予備調査（2ヶ月）：2001年9月～10月 

• いくつかの候補地の中から調査地を決めた。 
 

• 本調査（2年半）：2002年1月～2004年6月 
• 一つの村にベースを置いて調査した。 

 
• 調査成果の発表：2005年1月に最初の論文 
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調査地へ行く 
日本で 
• 事前の準備（文献研究→修士論文などにまとめる） 
• 調査テーマ 
• 調査申請、調査ビザ、調査許可 
 
パプアニューギニアの首都で 
• 受け入れ先の研究機関へ 
• 必要な資料を得る 
• 生活するための買い物 
• 知り合いを増やす 

18
 



調査を始める 
• 友達をつくる 
• 現地の生活になれる 
• 言葉を覚える 
• 人びとの行動をよく見る ノートに整理する 
• 親族関係・系譜調査をする 
• 地図をつくる 
• 人びとの活動について行ってみる 
• テーマを考える（調査できそうなテーマかどうか） 
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インタビューをする、データを
整理する 
• インタビューをする 
• ライフヒストリーをたくさん集める 
• 録音したインタビューを文章に起こす 
• ノートの記録を、断片的なマイクロ・エスノグラフィーにまとめる 
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発表する 
• 整理したデータを、論文のテーマにあわせてまとめる。 
• 先行研究の勉強をして、収集したデータと関連づけて議論にする。 
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4. まとめ 
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フィールドワークとはなにか？ 
 

1. 書くこと。 
 

2. Professional Strangerであること。 
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